
公益財団法人おかやま環境ネットワークニュース　No.83

 

◆お申込は
　公益財団法人おかやま環境ネットワーク 
　〒700-0026 岡山市北区奉還町1-7-7（オルガ6階）
　Tel・Fax：086-256-2565　携帯電話：070-2355-1420
　E-mail：kankyounet@okayama.coop    

●お寄せいただく個人情報は当財団事業以外の使用や第三者への開示などは行いません。

◆助成活動報告団体一覧　　「※」：調査研究助成事業

～県下の環境と環境に関わる活動について、語り、考えましょう！〜

団体名 企画名

里山再生プロジェクト

千年の森 ―みんなで楽しめるビオトープの森つくろう！

アマモ場再生活動と日生の漁食調査を通した人材育成

沿岸海域における物質循環の促進

旭川流域のオオサンショウウオ調査及び市民観察会

旭川河口域及び児島湾の生物調査

旭川源流域での生き物・地史調査

アユモドキ教本作成プロジェクト

第17回あかいわエコメッセ（環境企画展）

児島湾漁民の特異性調査・冊子作成

今のくらしを見直し、環境にやさしいくらしを広めよう！

あかいわ美土里の和

千年の森つくりグループ

共存の森ネットワーク

里海づくり研究会議※

旭川源流大学実行委員会※

岡山野生生物調査会※

中学高校環境研究会※

アユモドキ里親会※

あかいわエコメッセ

児島湾研究会※

おかやまコープﾟ井笠エリア
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◆日　時：５月14日（土）13時～15時

◆会　場：オルガ５階スカーレット（岡山市北区奉還町１-７-７）

◆定　数：50名　　◆参加費：無料　※資料の準備の都合上、要申込

◆申　込：５月９日(月)までに下記「参加申込書」、または「参加申込書」の内容をご連絡ください。

◆内　容：2015年度助成団体活動報告と参加者交流

　岡山で環境活動を行う団体や個人が集い、日ごろの活動紹介や、相互のネットワーク形成をとおし、
地域での環境活動がより広がる機会になることをめざし開催します。

『助成活動報告会』のご案内

おかやま環境ネットワーク
発行：公益財団法人おかやま環境ネットワーク
〒700-0026 岡山市北区奉還町1-7-7
T E L / F A X  0 8 6 - 2 5 6 - 2 5 6 5
E -ma i l：kankyounet@okayama .coop
HP:http://www.okayama.coop/kankyounet/NEWS
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公益財団法人おかやま環境ネットワーク

２０１６年度『市民のための環境講座』のご案内

 

●会　場：第6～13回はオルガ（岡山市北区奉還町1-7-7）※第5回会場：サンライフ笠岡（笠岡市十一番町16-2）
●時　間：各回90分(11/26・1/28を除く)　　　●対　象：小学生以上（小中学生は保護者同伴でご参加ください）
●受講料：無料、必ず事前にお申込みください。定数（第１・6回のみ20名、他は40名）を超過し参加いただけない場合のみ
　　　　　連絡します。
※本講座は「岡山県生涯学習大学連携講座」として開催します。第1～5回は、神島寺間・見崎里浜づくりと生活協同組合
　おかやまコープ井笠エリアとの共催、第10回は岡山市との共催で開催します。
※お寄せいただく個人情報は当財団事業以外の使用や第三者への開示などは行いません。

日程 テーマ・概要 講師
1
2
3
4

アマモ再生教室①『現地アマモ場観察会と取組学習』10時～

夏休み企画アマモ再生教室②『種子採取体験』10時～

アマモ再生教室③『種子播種ポット製作体験』10時～

アマモ再生教室④『苗の定植体験』5時30分～　※寺間海岸

神島寺間・見崎里浜づくり代表
森中憲治氏
※会場：笠岡市・見崎集会所

（笠岡市神島840）

ママカリ普及委員会代表・林氏
※会場：サンライフ笠岡

(株)サンキョウ－エンビックス
神原直也氏、森平枝里香氏

NPO法人里海づくり研究会議
理事・田中丈裕氏

岡山地方気象台次長
松本行博氏

岡山理科大学理学部名誉教授
野上祐作氏

吉備国際大学社会科学部教授
井勝久喜氏

岡山大学名誉教授
青山勳氏

岡山市環境保全課

岡山県農林水産総合センター
水産研究所研究員・中力健治氏

6/17（金）
8/5（金）

10/21（金）
1/24（火）

8/3（水）

7/30（土）
10時～

9/10（土）
13時～

10/1（土）
10時～

11/26（土）
10～12時

12/10（土）
13時～

1/28（土）
10～12時

2/25（土）
10時～

9/24（土）
13時～

夏休み親子企画アマモ再生教室⑤ママカリ普及教室『ママカリの調理・試食
を通して自然環境・海洋資源を考えよう』10時～

『藻場の生態系復元実証事業』 海の生物多様性に及ぼすアマモ場の役割や機
能、さらに藻場再生の取り組みを紹介します。

岡山市生物多様性地域戦略タウンミーティング『里地・里山と生物多様性（仮）』
岡山市より現状・課題、戦略案の説明を行い、意見交換します。どなたでも参加できます。

夏休み親子企画『ご家庭にある保冷剤を使って芳香剤を作ってみませんか？』
岡山市では不燃物に指定されている保冷剤ですが、使い方や捨て方を工夫すれ
ば環境にやさしく、リユースできます。身近なごみ問題について考えていきましょう。
※ご家庭にある解凍済の保冷剤とはさみをご持参ください（無くても可）

『“海のゆりかご”と地球環境の関わり』 沿岸域に分布するアマモ場は“海のゆり
かご”として重要なだけでなく地球環境にとっても重要な役割を果たしています。
最新の知見を交えながらアマモ場の多面的機能についてご紹介します。

『環境を知るための市民の化学（Part2）』昨年に引き続き、環境問題を考えるう
えで必要な化学の基礎知識を伝授いたします。化学の苦手な人にもできるだけわ
かりやすく話したいと考えています。

『環境問題は解決できるの？～会場参加型講座～』人 が々ライフスタイルを変えると環
境問題は解決できるのでしょうか？環境問題の本質についていろいろな角度から理解を
深め、参加者と議論しながら環境問題の解決策について考える会場参加型講座です。

『気象に関する防災知識及び災害について』晴れの国(比較的災害が少ない)と
言われている岡山県でも、地球温暖化の影響なども背景に、今後極端な気象現象
の増加が懸念されます。自分の身は自分で守るために、気象に関する正しい知識
を身につけましょう。

『児島湖の世界』児島湖は、1959年児島湾の湾奥部を締め切り堤防によって作られ
た人造湖で、堤防の総延長は1,558ｍです。締め切り後児島湖は急速に水質汚濁が
進み、日本で最も汚濁の激しい湖の一つであり、最近では少しずつ改善しています。
講座では水質の変化と四季折々の景観、その魅力について紹介します。
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◆お申込は
　公益財団法人おかやま環境ネットワーク 
　〒700-0026 岡山市北区奉還町1-7-7（オルガ6階）
　Tel・Fax：086-256-2565　携帯電話：070-2355-1420
　E-mail：kankyounet@okayama.coop    
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(公財)おかやま環境ネットワーク・2016年度体験プログラム

『大野川いきもの調査会』のご案内

 

～自然豊かな御津の清流・大野川流域でのいきもの調査です！～

◆日時：①６月12日（日）18時～21時
　　　　②11月３日（木・祝）10時～15時
◆場所：大野公会堂（岡山市北区御津大野）周辺河川敷
　※現地集合
◆定員：30名
　※応募者多数の場合は抽選、おかやま環境ネットワー
　　ク個人会員を優先します。抽選の結果、及び当選者
　　には詳細案内・地図を郵送します。
◆講師：①岩城孝志氏（岡山野生生物調査会）
　　　　②斉藤達昭氏（岡山理科大学理学部准教授）
◆申込：①は5月31日(火)までに、②は10月21日(金)
　までに下記参加申込書を郵送、FAX、Ｅメールのいず
　れかでお申込ください。
　申込後のキャンセルはご遠慮ください。
◆応募資格：小学３年生以上の方、未成年者は保護者同伴、
　大人のみの参加可、野外活動可能な健康な方。
◆参加費：無料
◆主　催：(公財)おかやま環境ネットワーク旭川流域部会
　　　　　御津の「緑」と「清流」を守る会、岡山市
　協　力：旭川源流大学実行委員会

◆スケジュール予定　※時間は前後する場
　合がありますので、予めご了承ください。
◆集合場所：岡山市北区御津大野野公会堂
　※駐車場は現地で案内します。
①６月12日（日）18時～21時
　『ホタル観察・いきもの調査会』
②11月３日（木・祝）10時～15時
　『いきもの調査会』
◆持ち物等は別途参加予定者にご案内します。
　※②は昼食持参。いのししカレーを1個500
　　円で注文できます。カレーのキャンセル
　　はできませんので、ご注意ください。
◆雨天決行、警報発令時等は中止。
　持ち物・集合場所の地図等、詳しくは、参
　加予定者にご案内文書を郵送します。

参加者募集
お申込いただいた方には、別途詳細案内を郵送します。

◆お申込は
　公益財団法人おかやま環境ネットワーク 
　〒700-0026 岡山市北区奉還町1-7-7（オルガ6階）
　Tel・Fax：086-256-2565　携帯電話：070-2355-1420
　E-mail：kankyounet@okayama.coop　HP：http://www.okayama.coop/kankyounet/
　※お寄せいただく個人情報は当財団事業以外の使用や第三者への開示などは行いません。
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(公財)おかやま環境ネットワーク・2016年度体験プログラム

『高島干潟 いきもの観察会』のご案内

 

～干潟の役割とその大切さを実感しよう！～

◆日時：７月31日（日）13時～16時
◆場所：児島湾高島干潟（新岡山港すぐ東の小島）
◆定員：30名 ※現地集合後、船で移動します
　※応募者多数の場合は抽選。抽選の結果、及び当選
　　者には詳細案内を郵送します。
　※参加者には「高島干潟の役割」パンフレットを進呈
◆講師：斉藤達昭氏（岡山理科大学理学部准教授）
　　　　吉鷹一郎氏（関西高等学校講師）
◆申込：７月８日(金)までに下記参加申込書を郵送、　
　　　　FAX、Ｅメールのいずれかでお申込ください。
　　　　申込後のキャンセルはご遠慮ください。
◆応募資格：小学生以上の方、未成年者は保護者同伴、
　大人のみの参加可、野外活動可能な健康な方。
◆参加費：１人500円（年齢関係無）、おかやま環境ネッ
　トワーク個人会員とその同居家族は無料、年会費2,000円
◆主催：(公財)おかやま環境ネットワーク旭川流域部会
　　　　旭川源流大学実行委員会、岡山市
　協力：岡山理科大学環境教育地域支援研究会
　　　　岡山野生生物調査会

◆スケジュール予定　※時間は前後する場合
　がありますので、予めご了承ください。
・13:00　四蟠港から高島へ船で移動
　（12:45～受付）
・高島到着後　干潟のいきもの観察
・16:00　解散
◆集合場所：四蟠港
　（新岡山港すぐ東側の漁港、駐車場有）
◆雨天決行、警報発令時等は中止。
　持ち物・集合場所の地図等、詳しくは、参
　加予定者にご案内文書を郵送します。

参加者募集
お申込いただいた方には、別途詳細案内を郵送します。

◆お申込は
　公益財団法人おかやま環境ネットワーク 
　〒700-0026 岡山市北区奉還町1-7-7（オルガ6階）
　Tel・Fax：086-256-2565　携帯電話：070-2355-1420
　E-mail：kankyounet@okayama.coop　HP：http://www.okayama.coop/kankyounet/
　※お寄せいただく個人情報は当財団事業以外の使用や第三者への開示などは行いません。
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(公財)おかやま環境ネットワーク・2016年度体験プログラム

『富・白賀川の自然と文化を学ぼう』のご案内

 

～源流の守り神オオサンショウウオが棲み、古代の神々が鎮座する奇跡の川です～

◆日時：８月11日（木・祝）８時～18時（予定）

◆内容（予定）：白賀渓谷いきもの観察会、樫西和紙工房

　　　　　　　  森江製材所（水力製材所）見学

◆定員：40名 ※全員バスで移動します（現地参加不可）

　※応募者多数の場合は抽選。抽選の結果、及び当選

　　者には詳細案内を郵送します。

◆申込：７月22日(金)までに下記参加申込書を郵送、

　FAX、Ｅメールのいずれかでお申込ください。

◆応募資格：小学３年生以上の方、未成年者は保護者同伴、

　大人のみの参加可、野外活動可能な健康な方。

◆参加費：１人500円（年齢関係無）、おかやま環境ネッ

　トワーク個人会員とその同居家族は無料、年会費2,000円

　※昼食持参、別途弁当1,000円(税込)も注文できます。

　　弁当のキャンセルは７月22日以後できません。

◆主催：(公財)おかやま環境ネットワーク旭川流域部会

　　　　旭川源流大学実行委員会

　　　　生活協同組合おかやまコープ美作エリア

◆スケジュール予定

※交通事情等により時間は前後する場合が

　ありますので、予めご了承ください。

◆集合場所：岡山駅西口オルガ前・真庭市役所

・  8:00　オルガ前出発(北区奉還町1-7-7)

・  9:20　真庭市役所出発

・15:00　現地出発予定

◆持ち物等は別途参加予定者にご案内します。

◆雨天決行、警報発令時は中止。

　持ち物等詳しくは、参加予定者にご案内 

　文書を郵送します。

参加者募集
お申込いただいた方には、別途詳細案内を郵送します。

◆お申込は
　公益財団法人おかやま環境ネットワーク 
　〒700-0026 岡山市北区奉還町1-7-7（オルガ6階）
　Tel・Fax：086-256-2565　携帯電話：070-2355-1420
　E-mail：kankyounet@okayama.coop　HP：http://www.okayama.coop/kankyounet/
　※お寄せいただく個人情報は当財団事業以外の使用や第三者への開示などは行いません。
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２０１７年度環境活動団体助成・協働事業募集のご案内
１．目的：岡山県内で環境保全活動を行っている団体に資金の面から援助することにより、環境問題の解

決に寄与します。また、おかやま環境ネットワークとの協働事業の提案を募集し相乗効果が期待できる
事業化を図ります。

２．募集対象：目的に添ったいずれかの分野で意欲のある取り組みをしている団体であれば応募できます(当
財団の会員に限定していませんが、入会をおすすめします )。ただし、申請は１団体１件とします。小・
中・高等学校のクラブ活動等の場合は教師が申請することとします。当財団以外に助成の申請をして
いる場合、又は助成が決まっている場合は、その助成内容が重複しない範囲とします。

　・将来的に発展性のある活動を対象とします。
　・広く公開され、広報に努めていること。また、活動の成果が広く県民に普及し、県民の環境意識の向

上につながり、環境保全・環境創造につながるもの。
３．助成の対象となる活動：①．調査研究、②．おかやま環境ネットワークとの協働事業、③．その他
４．助成の対象となる実施期間：２０１７年４月１日～２０１８年２月２８日
５．助成対象費目
　①．器具備品費：目的の達成に必要な器具、備品、書籍等（ただし、汎用性のあるものは対象外）
　　　※汎用性とみなすもの：パソコン、カメラ、携帯電話、草刈り機等
　②．物品資材購入費：目的の達成のために用いる各種材料、部品、薬品、文具類等
　③．借料：会場借料、車両借料、機械などのリース及びレンタル料等
　④．印刷費：報告書、チラシ作成等にかかわる印刷費（コピー代含む）等
　⑤．通信交通費：送料、移動費用等　※電話代は対象外
　⑥．謝金：外部講師・専門家などへの謝金　※助成申請団体の構成員への支払は対象外、単価と人数を

記入してください。
６．助成額：１件あたりの助成額は、調査研究分野と協働事業提案は２０万円、それ以外は１０万円を上

限とします。
７．募集期間：２０１６年１１月１日～１２月９日午後５時必着
　　※締切日以降、申請書の修正はできませんので、早めにご相談・ご提出ください。
　　※応募書類に不備があった場合、受付できませんので、早めにご提出ください。
８．応募方法：「助成事業・協働事業要望書」と「団体紹介表」に必要事項を入力の上、Ｅメールで送信く

ださい。フォーマットは、ホームページからも入手できます。
　　※協働事業につきましては、要望書提出後、別途内容の聞き取り確認をさせていただきます。
９．助成の決定とその後の手続：選考は目的に沿った活動を重視し、必要性、将来性のある具体的な計画

案であることを検討します。助成部会の審査を経て、2017年 2月度理事会で助成額を含め助成の可否
を決定し、その後選考結果を送付します。

　　決定通知を受けた団体は同時に送付する「申請書」と「誓約書」を事務局に提出してください。助成金は「申
請書」と「誓約書」が提出された後、2017年 5～6月にオルガ（岡山市北区奉還町1−7−7）で開
催予定の『助成活動報告会』（参加は必須要件）参加後に、指定の銀行口座に振り込みます（それ以前
の助成金交付希望は事務局にご相談ください）。

10．活動報告など
　・助成を受けた全団体は助成活動終了後、「終了報告の手続き」に沿って「活動実績報告書」と「会計報

告書」を提出し、『助成活動報告会』に出席し事業の成果を報告してください（必須要件）。調査研究
の部門で助成を受けた団体は成果物（論文等関連資料）も提出し、報告会で成果報告をしてください（必
須要件）。助成終了後に活動がその後どのようになっているのかを、当財団より聞き取りさせていただ
く場合もあります。

　・成果物及び報告書は広く当財団のホームページ等で広報します。
　・成果物及び報告書は必ず電子媒体で提出してください（ただし、成果物の電子媒体での提出が難しい

場合は、現物を提出してください）。また、活動内容を写した写真データも提出してください。
　・助成期間終了時に余剰金が生じた場合や、期限までに報告書類の提出がない場合及び申請内容以外で

使用した場合は返金していただきます。
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１.事業の目的
　くらしを見直すという視点か
ら、まず、身近なマイバッグを
テーマに取り上げ、おかやまコー
プ全体の持参率が 73.3%となっ
ているなか、啓発活動やマイバッ
グコンテストなどを実施し、さ
らに持参率の向上を目指します。
また、リサイクルやゴミ問題を
テーマにした学習会の開催や、
井笠エリア内の自治体のリサイ
クルやゴミの出し方の調査、比
較を行うことでゴミ削減を進め
ます。

２.主な活動
○マイバッグコンテスト
・８月～９月：募集呼びかけ
・10月：コープ鴨方店内展示
　投票コンテスト実施（応募 29
名、シール投票参加者213名）

・11月：コープ鴨方で呼びかけ
○エコカフェ
・11月24日開催、参加者43名
　マイバッグコンテスト表彰式
と、講演：「地球って大丈夫 !?
南極から見えてくるもの（講師：
国立極地研究所・堤雅基准教
授）」

○家庭ゴミ減量化シンポジウム
・２月12日開催、参加者45名
　笠岡市から「燃えるゴミにつ
いて」年間のゴミ処理費用や市
民のゴミに対する意識の把握
状況、ゴミ処理の流れなど。浅
口市から「燃えないゴミ、小型
家電リサイクルについて」燃え
ないゴミの処理の流れや不正
業者への注意啓発、小型家電
リサイクルの回収場所のお知ら
せ等、井原市から「家庭でで
きる地球温暖化対策」マイバッ
グ持参運動や電気ダイエット、
クールチョイス等。各市での取
り組みの紹介。

○シンポジウムの事前学習
　エリア内のゴミ処理場見学
・１月18日里庄清掃工場、笠岡
リサイクルプラザ見学

・１月29日井原クリーンセンター
見学

３.この活動の成果
○マイバッグコンテスト
　　応募のマイバッグに加え、
新聞エコバッグや手作りギフト
バッグも展示。展示場所も入り
口付近で見やすく、多くの組合
員に参加してもらえ、啓発につ
ながった。実際に日頃使ってい
るマイバッグが展示してあるの
で、自分のマイバッグ選びの参
考になったとの声も多かった。

○エコカフェ
　　マイバッグ持参運動の一貫
として取り組んでいるマイバッ
グコンテストの表彰式をたくさ
んの参加者の前で行うことで、
大人だけでなく子どもも意識が
高まったように思う。

　　南極の自然環境や調査、研
究されていることの映像を見
ながら話を聞くことで、環境保
護の大切さなどしっかり学習で
きた。実際に南極の氷に触れ、
音を聞くことができ、また動物
の話も織り交ぜてくださったこ
ともあり、南極を遠い世界のこ
とではなく、子どもにも少し身
近に感じることができた。

　　日本人に需要の低い鶏ムネ
のレシピをお知らせし、偏りの
少ない消費がエコにつながるこ
とも意識してもらえた。

○家庭ゴミ減量化シンポジウム
　　改めて一市民として自分た
ちがどうすべきか、何ができる
のか、考え理解できた。“生ゴ
ミ３キリ運動”や“食べきりげ
んまんプロジェクト”“４R”な

ど具体的に今日からすぐにでき
ることを市の方がはっきり提示
してくれた。処理費用について
も具体的かつわかりやすく示し
てもらえたので、自分のことと
して考えることができた。

　　小型家電リサイクルや地球
温暖化対策についても各市か
ら具体的な話が聞けたので、自
分が実践するだけでなく、広め
ていきたい。

○エリア内ゴミ処理場見学
　　ゴミ処理の現場を実際にみ
ることで、“ゴミステーション
に出したら終わり”ではないこ
とを実感できた。見学した内容
を広くお知らせしたいし、学校
からよく見学に行っている子ど
もよりも本来は私たち大人がま
ず見学すべきだと感じたので
呼びかけていきたい。

４.今後の計画・展望について
　マイバッグ持参にむけての啓
発活動は継続して行う。
　環境について考える機会とし
て、エコカフェは内容を検討し、
次年度も開催する。
　今年度エリアメンバーのみで
行ったゴミ処理場見学はとても
よい内容だったので、組合員に
も呼びかけ、広めていきたい。

助成活動紹介

生活協同組合おかやまコープ・井笠エリア

『今のくらしを見直し、環境にやさしいくらしを広めよう！』

マイバッグコンテストの様子
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〒700-0026
岡山市北区奉還町1-7-7（オルガ6階）
TEL/FAX 086-256-2565
携帯電話：070-2355-1420
E-mail：kankyounet@okayama.coop
HP:http://www.okayama.coop/kankyounet/

発行：公益財団法人おかやま
　　  環境ネットワーク

◆日時：６月１８日（土）
◆場所：北房文化センター及び
　　　　その周辺
◆内容：「環境保全・４Ｒ」学習
　　　　会とホタル観察会
◆参加費：無料
◆定員：合計１２０名
※応募者多数の場合は抽選。抽

選の結果、及び当選者には詳
細案内を郵送します。
◆学習会講師
　岩城孝志氏（岡山野生生物調

査会）
　小桐登氏（環境×スローライ

フ×CSR研究所）
◆観察講師：岩城孝志氏
　岡本勇氏（倉敷市土木部公園

緑地課非常勤嘱託員）
　小郷英治氏（蔵おこし湧々）
　大橋弘司氏（岡山市身近な生

きものの里高島・旭竜）、他
◆申込：５月２７日(金 )必着。
　別紙チラシの参加申込書で、

郵送、FAX、E メールのいず
れかでお申込ください。
◆参加対象：小学３年生以上の

方、未成年者は保護者同伴。
大人のみの参加可。夜間一人
で歩行可能な方。

◆スケジュール予定
※交通事情等により時間は前後

する場合があります。
・バス1号車16:50おかやまコー

プ･コープ大福発
　17:30オルガ発
・バス2号車17:30おかやまコー

プ･コープ倉敷北発

もったいない・ホタルバス
ツアー2016ご案内

メールニュース配信
希望者募集中

ニュースへのチラシ等の
同封に関するお知らせ

　おかやま環境ネットワークの
情報や、会員団体のイベント情
報等を掲載しています。
　配信希望の方はメールにて、
件名：『メールニュース配信希
望』とし、メールアドレス・お名
前( 必須)、連絡先・所属団体・会
社名(任意)を送信してください。
現在1,459 名にご登録いただい
ています。
　また、皆様からの情報提供を
お待ちしています。各種イベン
ト情報やお知らせなどが掲載で
きます。掲載希望内容を事務局
までメールでお寄せください。

　おかやま環境ネットワークは、
皆様からの会費、寄附、ボラン
ティア活動で支えられています。
ぜひ会員となり、活動をご支援
ください。
【年会費】
　個人・団体：2,000 円
　企業等：20,000 円
　大学生 ･ 大学院生 ･ 高校生：
　無料

・バス3号車18:15おかやまコー
プ･コープ林田、18:40おかや
まコープ・久米センター発

・現地集合　北房文化センター
受付19:00～

・現地出発　22：00
※雨天決行

　おかやま環境ネットワークで
年 4 回（5･7･11･3 月発行予定）
会員の皆様にニュースを発送し
ていますが、会員団体の各種イ
ベントのチラシ等を同封するこ
とができます。同封希望があり
ましたら、発行前月の第 2 週末
までに事務局へご連絡ください。
※メールニュースは毎月第 2・4

水曜日を基本に発行していま
す。メールニュースへ掲載希
望がありましたら、毎月第2・
4月曜日までに原稿を事務局に
送信ください。

※特に「助成団体の対象事業」
に関しましては、より広くお知
らせをしていきたいと思って
おりますので、是非ご連絡く
ださい。

　団体あるいは個人でホタルの
保護、復活、再生を通し、環境
保全活動をすすめる取り組みの
交流をすすめています。
　7月9日（土）10～12時、オ
ルガ 5 階会議室にて開催し、県
内各地の取り組み交流をすすめ
ます。どなたでも参加できます。
※参加される際には、資料の準

備のため事前にお申込くださ
い。

※今年度「第１４回おかやまホ
タルフォーラム」を１０月２９
日( 土 )１０時３０分～美咲町
中央公民館で開催します。詳
しくは別途お知らせします。
是非ご参加ください。

　２０１６年度会費をまだ納付
いただいていない会員の皆様に
振込用紙を同封しておりますの
で、お振り込みくださいますよ
う、お願いいたします（入れ違
いでお振り込みいただいており
ましたらご容赦ください）。
　会費は、企業・協同組合：１
口２万円、団体・NPO 法人・個人：
１口２千円、１口以上をお願い
いたします。

ホタル団体交流会の
ご案内

個人・団体・企業
会員　募集中

現地の様子


